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メディア教育部会  研 究 の 成 果 

          三観地区中学校教育研究会メディア教育部会 

 

１ 研究主題 

  自 ら 学 び ，自 ら 考 え 行 動 す る 生 徒 の 育 成 

－さまざまなメディアを活用し，主体的に学習する生徒の育成― 

  

２ 主題設定の理由 

 平成２０年１月の中央教育審議会答申

「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び

特別支援学校の学習指導要領等の改善につ

いて」の改訂においては，生きる力を支え

る確かな学力，豊かな心，健やかな体の調

和のとれた育成を重視している。そして，

確かな学力の育成には，基礎的・基本的な

知識・技能の習得，これらを活用して課題

を解決するための思考力・判断力・表現力

等をはぐくむことの双方が重要であり，こ

れらのバランスを重視する必要がある。こ

のため，各教科において基礎的・基本的な

知識・技能の習得を重視するとともに，観

察・実験やレポートの作成，論述など知識・技能の活用を図る学習活動を充実すること，さらに

横断的・総合的な課題について各教科等で習得した知識・技能を相互に関連付けながら解決する

といった探究的な活動の質的な充実を図ることとしている。 

「教育の情報化」で指導場面に着目した場合， 

・情報教育～子どもたちの情報活用能力の育成～ 

・教科指導におけるＩＣＴ活用～各教科等の目標を達成するための効果的なＩＣＴ機器の活用～ 

・校務の情報化～教員の事務負担の軽減と子どもと向き合う時間の確保～ 

の３つを通して教育の質の向上を目指すことになっている。三豊市と観音寺市では，本年度に各

中学校へ５２型の大型液晶テレビが複数台導入されたので，教科指導におけるＩＣＴ活用を中心

に研究を進めることとした。 

 

３ 研究の概要 

（１） 大型液晶テレビのＣＴ活用 

①プレレゼンテーションソフトでの活用 

小中合同で行われる「ふるさと学習発表会」で保護者や地域の方々に，職場体験学習や

修学旅行の様子と成果を発表する時にパワーポイントを活用した。 
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さらに，英語の授業では，星座やアメリカの休

日・高層ビルの広告などクイズにして提示した。 

この他に，そうごうてきな学習の時間や学校行

事，三観地区の幹部講習会で，記録写真をスライ

ドショーにして，デジタルフォトスタンド的に活

用した。 

 

②デジタル教科書での活用 

どの生徒にも分かりやすくするために，大型液晶テレビで教材を提示した。英語の時間

では，教科書の内容を短時間で理解さる場面や音読する場面や対話する場面で活用した。

さらに，日本語吹き替えのＶＴＲを提示して，会話の場面を視覚でも理解させて内容をイ

メージさせて聞き取りの補助に活用した。 

 

③インターネットでの活用（動画配信） 

 動画として配信されているＮＨＫの「10min」や「大科学実験」などを保健指導や理科の

授業で活用した。 

「大科学実験」は，インターネットから直接，

動画を大型液晶テレビで再生し授業のまとめの

場面などで活用した。 

ＮＨＫのビデオクリップ「火山活動」は，溶

岩ドームの成長の様子や火砕流の動きなど実物

の観察が不可能なものを見せて興味を持たす場

面で活用した。画質は荒かったが動画なのでイ

メージをつかませることができた。    

このように，教科書には載っているが実際の

イメージがつかみにくい事例の説明には効果が

あった。 

動画投稿サイトのジョンレノン等の英語の歌

や吉田ブラザーズのライブ，英語落語やセバン

スズキスピーチを英語の授業で活用した。そし

て，警察庁のサイバー犯罪防止広報パンフレッ

トは，情報モラルの授業で活用した。 

 

④ＤＶＤやＶＴＲデッキでの活用 

理科では，イカの解剖の動画や星座の学習でシュミレーションを提示した。また，教師

実験を教材化したＶＴＲでは，水とエタノールの混合物の沸点の授業や水素を燃焼させ水

を作る実験で活用した。 

必須実験でなく教科書に説明が載っているだけだが，実際に温度変化のようすを視聴し
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てグラフをかくことにより，純粋なエタノー

ルの温度変化の違いが体感できたようであっ

た。 

水素の爆発の実験では，爆発は瞬間的な変

化なので，コマ送りで爆発の瞬間を見せられ

たことが有効であった。さらに，爆発の前後

でペットボトルのくもり方の違いから，水が

できたことを予想する場面でも見落とした生

徒に再確認させるのに活用した。 

総合的な学習の時間（人権・同和学習）で

は，エクセルで集計した生徒のアンケートを

提示したことと，差別と戦って生きてきた女

性のＶＴＲを見せる場面でも活用した。 

 

（２）液晶プロジェクタの活用 

①全校集会等での活用 

全校生徒対象に開催したインターネット安

全教室で液晶プロジェクタを活用した。携帯

電話やパソコンで自作のブログ・プロフ等を

作成している生徒が増えていて，今後もネッ

トでのコミュニケーションを求める生徒が増

加することが予想される。しかし，情報モラ

ルに関する知識は未熟なので，「ｅ-とぴあ・

かがわ」の野中敦史さんの講話を実施した。

その時，液晶プロジェクタを活用した。 

 

②教材提示装置での活用 

技術・家庭科の授業では，情報基礎の授業

で，プロロボを使ったプログラミングの学習

の中では，操作マニュアルを提示して重点的

に読むところを丁寧に指導したり，プロロボ

の実物を映し出してスイッチの操作などにつ

いて指導する場面で活用した。 

                

４ 研究の成果と今後の課題 

ＩＣＴを授業で活用した教師の感想では，イン

ターネット配信を利用したデジタル教材は，事前に番組を録画して編集する労力が不要なので

これからも続けたい。教師が録画したＶＴＲや市販されているＤＶＤは，従来から授業で活用
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している。大型液晶テレビは入力端子が複数あり，ＶＴＲやＤＶＤデッキ，パソコンを同時に

活用することができる。そして，ラックにセットされているため移動させるのも簡単である。 

視覚に障害があり特別に支援が必要な生徒に指導

する場面では，漢字が大きく映るので教科書を拡大

して提示できるので効果があった。 

大型の液晶テレビは，解像度が高いので細部まで

映すことができる。理科では，岩石の実物を提示し

て拡大しながら細部まで観察できた。さらに，電子

顕微鏡で見た細胞の様子も同様であった。 

電子情報ボードを特別教室に設置すると日常的に

活用できた。電子情報ボードの機能である指ボード

は，線や囲みなど単純な書き込みでも効果があった。さらに，校内ＬＡＮでつながっていると

インターネットで配信されているコンテンツやＰＣ教室のサーバーに保存してあるコンテンツ

を提示できるので非常に便利であった。 

全校生徒を対象に開催したインターネット安全教室の感想には，「出会い系サイトとかには直

接興味はなくても，いろいろなサイトのリンクから，ワンクリックで請求が来るような画面に

切り替わってしまうことに驚いた。そういう時はあわてずに，無視すればいいんだということ

も分かった。」があり有効であった。大型液晶テレビは映像と音声を入力でき，きれいに大きく

提示できるので生徒の興味を喚起できた。 

しかし，普通教室へ運んで使用する授業は限られている。理由は，機器の設定に時間がかか

ることや正常に動かなかった時に教師がトラブルに対応できず，予定していた展開の授業がで

きなかったり，授業時間が尐なくなってしまうことが考えられる。 

また，大型液晶テレビを設置する場所によっては，日光の反射があり見にくい場合があった

のと，黒板と併用するので，チョークなどの埃をカバーすることも必要であった。 

この他では，地域の特性もあるが，さまざまなメ

ディアが伊吹島を訪れる機会が多いのでＦＭ局やテ

レビ局からの取材も多い。生徒たちは，インタビュ

ーを受けたり，学校内部を撮影している様子を直接

体験できる貴重な機会となっている。この体験を通

して自分たちの言葉がメディアを通じて発信される

ことに驚きを感じるとともに，喜びも感じる生徒も

多い。そこで，放送された場面を視聴して，自分の

話し方や内容などを振り返り，声の大きさや発音，語尾など気をつけたい点を知る手段として

活用していきたい。 

新しい学習指導要領では，｢言語活動の充実｣と，思考力，判断力，表現力といった｢教科全て

を貫く能力概念｣が強くアピールされている。｢言語｣というニュアンスもより広く捉えられてい

て図やグラフ，表なども「言語」のひとつに含まれたので，分かる授業のための道具としてＩ

ＣＴの重要性が増してくる。色々な場面で活用できるよう継続して研究を進めていきたい。 


